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長
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長　

岡
田
定
一

（
昭
34　

農
業
部
卒
）

　

滋
賀
県
立
大
学

開
学
20
周
年
記

念
式
典
開
催
に
合

わ
せ
て
６
月
６
日

（
土
）午
前
10
時
30

分
か
ら
第
５
回
湖
風
会
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。私
達
第
４
期
役
員
は
、２
年
の

任
期
が
終
了
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、来

年
11
月
に
湖
風
会
設
立
10
周
年
を
迎
え
る

こ
と
、既
に
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
、同
窓
会
会
員
名
簿
の
発
行
、記
念

誌
発
行
等
の
準
備
作
業
が
進
行
中
で
あ
る

こ
と
等
か
ら
、揃
っ
て
留
任
す
る（
会
長
の

任
期
に
つ
い
て
は
、会
則
の
規
定〈
２
選
を

限
度
〉を〈
３
選
を
限
度
〉に
改
正
）こ
と
と

し
て
、ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
と

１
期
２
年
間
、精
一
杯
努
力
す
る
所
存
で

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、来
年
11
月
12
日（
土
）の
10
周
年

記
念
式
典
に
は
、会
員
の
皆
様
大
勢
が
ご

参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

湖
風
会
の
支
部
組
織
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

支
部
組
織
と
し
て
は
、地
域
支
部
と
学

部
支
部
の
２
系
列
を
組
織
す
る
こ
と
と
し
、

地
域
支
部
と
し
て
は
東
海
支
部
、近
畿
支

部
、滋
賀
支
部
の
三
つ
が
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。学
部
支
部
は
、工
学
部
学
友
会
だ
け

で
し
た
が
、本
年
６
月
６
日
に
環
境
科
学

部
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。人
間
文
化

学
部
に
つ
い
て
は
、本
年
11
月
７
日
に
、人

間
看
護
学
部
に
つ
い
て
は
28
年
３
月
に
支

部
を
設
立
す
べ
く
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

湖
風
会
に
縦
と
横
２
系
列
の
支
部
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、当
同
窓
会
の
活

動
が
多
様
・
多
彩
に
広
が
っ
て
行
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
立
大
学
学
長
挨
拶

学
長　

大
田
啓
一

　

滋
賀
県
立
大
学

は
平
成
7
年
の
開

学
時
に
、そ
れ
ま

で
県
内
に
分
散
し

て
い
た
県
立
短
期

大
学
部
が
彦
根
市
の
現
在
地
に
ま
と
ま
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
が
一
つ
の
大
学
と
し
て
出
発

し
ま
し
た
。全
国
に
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
分

散
し
て
い
て
、全
学
の
学
生
が
顔
を
合
わ

せ
る
の
は
入
学
式
と
卒
業
式
だ
け
で
、大

学
運
営
に
も
支
障
を
来
し
て
い
る
大
学
が

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。そ
の
点
本
学
は

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。学
生
は
学
部
を
越
え

て
一
緒
に
学
べ
、大
学
運
営
に
も
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
学
を
支
援
し
て
頂
い
て
い
る
同

窓
会
組
織
も
、平
成
18
年
11
月
の
総
会
決

議
に
よ
っ
て
一
本
化
さ
れ
、｢

湖
風
会｣

と

な
り
ま
し
た
。そ
の
総
会
を
私
は
学
部
長

と
し
て
傍
聴
し
て
い
ま
し
た
が
、歴
史
も

文
化
も
違
う
組
織
が
統
合
さ
れ
た
こ
と
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。か
く
し
て
、一
つ
に

ま
と
ま
っ
た
大
学
を
、一
本
化
さ
れ
た
同

窓
会
が
支
援
さ
れ
る
構
図
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
同
窓
会
に
は
、学
生
の
会
社
見

学
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、成
績
優
秀
卒
業

生
の
表
彰
、開
学
20
周
年
記
念
事
業
の
実

施
、卒
業
生
名
簿
の
整
理
な
ど
で
、多
岐
に

わ
た
る
支
援
を
頂
い
て
い
ま
す
。同
窓
会

館
も
学
内
に
設
け
ら
れ
、お
蔭
で
同
窓
会

役
員
と
大
学
幹
部
や
事
務
局
職
員
と
は
頻

繁
に
意
見
交
換
で
き
て
い
ま
す
。有
難
い

こ
と
で
す
。

　

今
多
く
の
大
学
で
同
窓
会
と
の
連
携
が

強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。理
由
は
、従
来
の
学

生
支
援
や
寄
付
等
の
財
政
支
援
に
加
え
て
、

新
し
い
事
態
へ
協
働
す
る
必
要
が
生
じ
た

か
ら
で
す
。そ
れ
は「
２
０
１
８
年
問
題
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、同
年
以
降
の
18
歳

人
口
の
確
実
な
減
少
と
、そ
れ
に
よ
る
入

学
者
獲
得
競
争
の
激
化
を
指
し
ま
す
。そ

の
結
果
、大
幅
な
学
生
定
員
割
れ
に
よ
っ

て
大
学
財
政
が
逼
迫
し
、つ
い
に
は
閉
鎖

に
至
る
大
学
も
現
れ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
学
は
自
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、

広
報
に
も
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。同
時

に
同
窓
会
の
皆
様
に
も
、本
学
へ
の
受
験

生
の
誘
導
や
中
学
生
・
高
校
生
へ
の
呼
び

か
け
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
協
働
内
容
に
つ
い
て
は
ま
た
協

議
し
ま
す
が
、皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
に

お
か
れ
ま
し
て
も
ご
留
意
頂
き
、お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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総
会
開
催
結
果

通
常
総
会
の
報
告

　

平
成
27
年
度
の
湖
風
会
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
結
果
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

日
時

　

平
成
27
年
6
月
6
日
10
時
30
分
～

場
所

　

湖
風
会
館 

A7-

102

出
席
者

　

会
員
91
名　

委
任
状
342
名　

計
433
名

来
賓

　

滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
田　

啓
一
様

　

同　

学
生
・
就
職
支
援
Ｇ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　

水
野　

潔
様

　

司
会　
　
　
　
　

安
寺　

久
美
子
氏

　

議
長　
　
　
　
　

植
田　

儀
一
郎
氏

議
案
審
議

　

第
１
号
議
案　

会
則
改
正
に
つ
い
て

　

第
２
号
議
案　

�

平
成
25
・
26
年
度
事
業

報
告

　

第
３
号
議
案　

�

平
成
25
・
26
年
度
一
般

会
計
収
支
報
告

　

第
４
号
議
案　

�

湖
風
会
館
建
設
収
支
報

告（
ま
と
め
）

　

第
５
号
議
案　

�

平
成
26
年
度
特
別
会
計

報
告

　

第
６
号
議
案　

�

湖
風
会
館
修
繕
積
立
金

会
計
並
び
に
監
査
報
告

　

第
７
号
議
案　

役
員
改
選

　

第
８
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業
計
画

　

第
９
号
議
案　

平
成
27
年
度
収
支
計
画

　

岡
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
大
田
理
事

長
・
学
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、

議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
各
議
案
に
つ

い
て
は
、担
当
役
員
か
ら
提
案
説
明
の
後
、

各
々
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
、
昼
食
会
終
了
後
、
県
立
大

学
開
学
20
周
年
の
記
念
講
演
、記
念
式
典
、

全
学
懇
親
会
が
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

表1   　　会　　計　　報　　告
Ⅰ 一般会計� （単位：円）

平成25・26年度　収支決算
収入の部

平成27年度　収支予算
収入の部

収入科目 平成25年度決算額 平成26年度決算額 収入科目 平成27年度予算額
会 費 収 入 6,080,000 6,070,000 会 費 収 入 6,270,000
雑 収 入 35,475 25,090 雑 収 入 50,000
収入の部小計 6,115,475 6,095,090 収入の部小計 6,320,000
前年度繰越金 16,106,546 14,948,407 前年度繰越金 13,430,912
収入の部合計 22,222,021 21,043,497 収入の部合計 19,750,912

支出の部 支出の部
支出科目 平成25年度決算額 平成26年度決算額 支出科目 平成27年度予算額

一 般 経 費 1,353,994 1,152,838 一 般 経 費 1,490,000
設 備 費 0 233,100 設 備 費 250,000
事 務 管 理 費 1,884,982 1,881,198 事 務 管 理 費 1,850,000
委員会活動費 2,506,864 2,705,255 委員会活動費 2,320,000
支 部 活 動 費 723,000 771,400 支 部 活 動 費 1,340,000
活 動 助 成 金 250,000 290,000 活 動 助 成 金 400,000
会館維持管理費 304,774 328,794 会館維持管理費 500,000
会館修繕積立金 200,000 200,000 会館修繕積立金 200,000
そ の 他 50,000 50,000 そ の 他 200,000
支出の部小計 7,273,614 7,612,585 支出の部小計 8,550,000
次年度繰越金 14,948,407 13,430,912 次年度繰越金 11,200,912
支出の部合計 22,222,021 21,043,497 支出の部合計 19,750,912

Ⅱ 湖風会館建設費収支報告書（まとめ）
（平成24年2月～平成26年3月末日）� （単位：円）

科　　　目 収　　入 支　　出
借 入 金 40,760,687 —
寄 付 金 15,445,036 —
利 息 1,837 —
落成式懇親会�
参 加 料 330,000 —
建 設 費 — 42,500,000
設 備 費 — 4,006,740
事務管理費 — 2,461,535
落 成 式 費 — 488,624
繰り出し金 — 7,080,661
合 　 　 計 56,537,560 56,537,560
・�繰り出し金 7,080,661円は特別会計へ
返済　

・�本湖風会館建設費会計はＨ26年3月末
日で終了

Ⅲ 「湖風会」〔旧単位同窓会寄付金〕特別会計
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）� （単位：円）

科　　目 収　入 残　金
前年度繰越金
　特別会計分 10,000,000 10,000,000
　会館建設費残金 7,080,661 17,080,661
利息 984 17,081,645
寄付金 381,219 17,462,864

合　　計 17,462,864 17,462,864

Ⅱ-2 湖風会館建設費寄付状況
期　　　間  金額（円） 件数（件）

１次募集（～Ｈ25年11月） 11,232,036 1,305
２次募集（～Ｈ26年3月末） 4,213,000 500

小　　　計 15,445,036 1,805
２次募集（～Ｈ27年3月） 381,219 31

合　　　計 15,826,255 1836
2次募集中（～Ｈ27年3月）381,219円は特別会計へ返済

Ⅳ 湖風会館修繕積立金会計
（平成25・26年度）� （単位：円）

科　　目 収　入 残　金
積立金 400,000 400,000
利息 74 400,074
合　　計 400,074 400,074
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委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
委
員
会

　

当
委
員
会
は
、「
湖
風
会
」の
目
的
で
あ

る
─
会
員
の
親
睦
を
図
り
、母
校
の
発
展

に
寄
与
し
、あ
わ
せ
て
社
会
に
貢
献
す
る

　
・・・
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、ま
た
、

県
大
に
お
い
て
は
、［
公
立
大
学
法
人
滋
賀

県
立
大
学
中
期
目
標
・
第
２
期
中
期
計
画
］

の
も
と
で
、「
同
窓
会
と
協
調
・
連
携
を
図

る
」こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
て
、同
窓
会
活
動
を
積

極
的
に
展
開
す
る
た
め
に
、そ
の
役
割
と

し
て“
総
合
調
整
機
能
”を
果
た
す
こ
と
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
湖
風
会
」は
、現
在
、執
行
機
関
と
し

て
、定
期
的
に
、予
算
、決
算
、事
業
及
び　

規
定
の
改
廃　

等
、総
会
付
議
案
件
、会
務

に
関
す
る
案
件
に
つ
い
て
審
議
す
る「
役

員
会
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、当
委
員
会
で
は
、役
員
会
提
出

案
件
を
は
じ
め
、当
会
の
課
題
を
事
前
に

検
討
す
る
と
と
も
に
、活
動
委
員
会
や
各

支
部
を
、正
に
、縦
軸
・
横
軸
を
繋
ぐ
総
合

調
整
機
能
を
果
た
し
、「
湖
風
会
」の
目
的

に
沿
っ
て
、円
滑
な
運
営
に
努
め
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、会
員
の
皆
様
か
ら
も
、前
向

き
で
忌
憚
の
な
い
御
提
案
、御
意
見
等
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。（

昭
40　

農
業
部
卒　

北
川
孝
雄
）

名
簿
管
理
委
員
会

　

平
成
25
年
度　

役
員
会
の
承
認
を
得
て

名
簿
管
理
ソ
フ
ト
を
購
入
し
、現
在
は
情

報
を
入
力
運
用
し
て
お
り
ま
す
。

（
こ
の
ソ
フ
ト
は
専
用
パ
ソ
コ
ン
に
限
定

し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
接
続
は
厳
禁
、

操
作
者
も
限
定
厳
重
な
管
理
の
も
と
運
用

し
て
い
ま
す
。）

　

次
に「
湖
風
会
」設
立
10
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、会
員
名
簿
の
発
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
。こ
の
事
業
は
作
業
内
容
、管
理
面

な
ど
に
大
変
な
知
識
と
労
力
が
必
要
で

す
。

表２　　　　平成27年度　役員改選　就任者
所属単位同窓会 　　役員名（卒業年）　　　　◎会長　○副会長　△地域・学部支部長
旧短大工業部 △川﨑眞治（S36）	 　松下欣市（S39）	 ○△松下恭明（S40）	 　大森晢夫（S41）	 △日置靖男（S42）

旧短大農業部 ◎岡田定一（S34）	 ○北川孝雄（S40）	 　　中村明雄（S44）	 △安田佐登志（S44）	　植田儀一郎（S45）
　田中靖志（S49） 

旧短大家政部 　桐畑悦子（S39）	 　大森美喜子（S39）	　　國松靖子（S41）	 ○辻ひとみ（S42）	 　矢吹安子（S42）
旧短大看護部 ○中川富美江（S48）	　安寺久美子（S49）	　　五坪千恵子（S53）

県 立 大 学 　上田洋平（H11）	 　金尾滋史（H14）	 　○小林匡哉（H17）	 　玉井大輔（H18）	 　東郷理絵子（H21）
　岸本希実洋（H21）	　邊見将史（H22）	 　　柳沼勇多（H23）

監 事 　高瀬藤一郎（農業S39）　　安部八重子（家政S43）
（事務局員　　竹内順子　中村あや子）

同窓会員の住所分布状況（平成27年8月末現在）� （単位：人）

工業 農業 芹翠会 湖畔の会 県大 合計
北海道 8 9 4 2 21 44
東北 13 7 11 2 35 68
関東 157 60 339 33 144 733
信越・北陸 200 120 276 54 306 956
東海 605 220 580 105 1,187 2,697
近畿（除・滋賀） 769 505 930 167 2,873 5,244
滋賀 1,848 1,876 3,341 546 2,730 10,341
中国 80 70 99 27 163 439
四国 37 27 77 10 91 242
九州・沖縄 73 58 59 12 89 291
合計 3,790 2,952 5,716 958 7,639 21,055
物故者数 466 175 266 10 3 920
住所不明者 1,276 571 937 352 1,022 4,158
総会員数 5,532 3,698 6,919 1,320 8,664 26,133

北海道

44

滋賀

10,341

沖縄

12

東北

青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島

3
6
19
9
15
16

信越・北陸

長野
新潟
富山
石川
福井

近畿

京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山

中国

鳥取
島根
岡山
広島
山口

東海

岐阜
静岡
愛知
三重

四国

徳島
香川
愛媛
高知

関東

茨城
栃木
群馬
埼玉

東京
千葉

山梨
神奈川

九州

福岡
佐賀
長崎
熊本
大分

鹿児島
宮崎

100
43
180
169
464

62
88
129
117
43 2,245

1,652
946
282
11990

21
29
24
36
46
33

50
66
98
28

995
278
1,096
328

34
22
26
110
129
206
187
19

　

そ
こ
で
、名
簿
発
行
専
門
業
者
を
選
定

し
、役
員
会
に
て
業
務
委
託
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。さ
ら
に
、特
別
会
員
の
整
備
、会

則
に
基
づ
き
、工
専
、短
大
時
代
か
ら
の
恩

師
の
方
々
、現
在
調
べ
ら
れ
る
範
囲
で
整

備
し
、名
簿
に
記
載
で
き
る
準
備
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

名
簿
管
理
委
員
会
は
個
人
情
報
の
保

護
、流
出
防
止
と
と
も
に
宛
先
不
明
者
の

回
復
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
昭
40　

工
業
部
卒　

松
下
恭
明
）
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就
職
支
援
委
員
会

　

平
成
26
年
度
卒
業
生
の
内
定
率
は
96
・

７
％
と
な
り
、就
職
環
境
が
少
し
改
善
し

た
こ
と
等
に
よ
り
高
い
内
定
率
と
な
り

ま
し
た
。し
か
し
、経
済
情
勢
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、学
生
の
就

職
活
動
も
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
と
と
も

に
、産
業
界
等
の
ニ
ー
ズ
も
企
業
人
・
地
域

人
・
家
庭
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ

人
材
を
求
め
て
き
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、今
後
も
学
生
・
就
職
支

援
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
な
が
ら
、学
生
の

勤
労
観
や
社
会
観
を
育
む
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
受
け
入
れ
企
業
の
確
保
や
企
業
訪

問
に
取
り
組
む
と
と
も
に
Ｏ
Ｂ
と
学
生
と

の
交
流
会
も
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
昭
45　

農
業
部
卒　

植
田
儀
一
郎
）

広
報
委
員
会

　

当
委
員
会
の
活
動
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
以
下
Ｈ
Ｐ
と
表
記
）と
2
年
毎
の
湖
風
会

報
の
発
行
で
す
。　

　

Ｈ
Ｐ
で
は
都
度
最
新
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
が
、パ
ソ
コ
ン
を
持
た
な
い
会
員

に
は
情
報
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
全
会
員
宛
に
湖
風
会
報
を
発
送

し
、平
等
に
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
会
報
が
届
か
な
か

っ
た
り
し
た
場
合
な
ど
で
、住
所
確
認
や

動
向
把
握
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
で
は
ク
ラ
ス
会
の
報
告
記
事
を
掲

載
し
、ア
ク
セ
ス
数
で
は
一
番
の
関
心
記

事
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、本
紙
に
て
も
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。ま
た
そ
の
報
告

の
際
に
ク
ラ
ス
メ
ン
バ
ー
の
最
新
所
在
情

報
も
報
告
し
て
頂
い
て
い
ま
す
の
で
、組

織
の
拡
充
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

幹
事
さ
ん
、ク
ラ
ス
会
を
す
る
時
は「
湖

風
会
」に
補
助
金
申
請
を
し
、報
告
記
事
を

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
下
さ
い
。詳
し
く
は
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
会
の
開
催
は
年
々
増
加
傾
向
に

有
り
、昨
年
度
は
29
ク
ラ
ス
で
し
た
。

（
昭
41　

工
業
部
卒　

大
森
晢
夫
）

湖
風
会
館
管
理
委
員
会

　

湖
風
会
館
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、会

員
各
位
か
ら
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
事

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ご
寄
付
を

頂
い
た
方
々
の
ご
芳
名
一
覧
を
、前
回
会

報
発
行
時
に
続
き
、今
回
も
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。

　

湖
風
会
館
が
完
成
し
て
は
や
２
年
半
に

な
り
ま
す
。こ
の
間
、役
員
会
を
は
じ
め
会

員
の
皆
様
や
大
学
関
係
者
に
よ
る
会
館
の

利
用
状
況
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　

会
館
の
ご
利
用
申
込
の
様
式
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

湖
風
会
館
の
利
用
状
況

　
　

平
成
25
年
度　

57
回

　
　

平
成
26
年
度　

95
回

（
昭
42　

工
業
部
卒　

日
置
靖
男
）

「
湖
風
会
」設
立
10
周
年
記
念
事
業�

�

実
行
委
員
会

　

平
成
28
年
11
月
に「
湖
風
会
」が
設
立
さ

れ
、10
周
年
に
な
り
ま
す
。

　

役
員
会
で
は
記
念
事
業
の
計
画
提
案
が

い
く
度
か
議
題
に
上
が
り
、昨
年
12
月
の

第
5
回
役
員
会
に
て
決
定
。役
員
の
中
か

ら
実
行
委
員
も
選
任
さ
れ
、10
周
年
記
念

事
業
の
挙
行
に
向
け
た
取
り
組
み
を
本
格

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

主
要
な
事
業
は
次
の
４
点
で
す
。

＊
記
念
式
典（
式
典
・
記
念
講
演
）

＊
記
念
誌
の
発
行（「
湖
風
会
」の
記
録
）

＊
会
員
名
簿
の
発
行

＊
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
制
作

　

現
在
、記
念
講
演
の
演
題
、記
念
誌
の
内

容
、シ
ン
ボ
ル
マ
―
ク
の
募
集
方
法
、さ
ら

に
会
員
へ
の
通
知
方
法
な
ど
様
々
な
事
項

に
つ
い
て
検
討
・
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

10
周
年
記
念
式
典
の
開
催
日
程

　

日
時　

�

平
成
28
年
11
月
12
日（
土
） 

13
時
～

　

場
所　

滋
賀
県
立
大
学

　
　
　
　

Ａ
２
棟
２
０
２
講
義
室

　

詳
細
は
本
紙
10
頁
に
掲
載
、ま
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
昭
40
年　

工
学
部
卒　

松
下
恭
明
）

支
部
同
総
会

滋
賀
支
部

一
．臨
時
総
会
開
催

　

平
成
26
年
６
月
28
日
、開
催
目
的
は
本

部
の
総
会
と
支
部
総
会
が
同
じ
年
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
開
催
年
を
一

年
変
更
す
る
た
め
に
実
施
致
し
ま
し
た
。

二
．「
記
念
ク
ラ
ス
会
の
す
す
め
」の
活
動

　

卒
業
10
周
年
、20
周
年
、30
周
年
、還
歴
、

古
希
に
当
た
る
ク
ラ
ス
の
評
議
員
に「
記

念
ク
ラ
ス
会
」開
催
を
勧
め
る
べ
く
、案
内

状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
は
45
ク
ラ
ス
に
、平
成
26
年

は
49
ク
ラ
ス
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

開
催
は
そ
れ
ぞ
れ
、８
ク
ラ
ス
、14
ク
ラ

ス
で
し
た
。

＊�

ク
ラ
ス
会
開
催
時
に
は
本
部
の
助
成
金

制
度
が
あ
り
ま
す
。ご
利
用
下
さ
い
。

三
．湖
風
祭
へ
の
参
加

　

湖
風
祭
開
催
中
、湖
風
会
館
を
開
放
し
、

表３　平成26年度卒業・修了者の就職状況
（平成27年5月1日現在）

学部・研究科 希望者 内定者 内定率（%）
環境科学部 127 120 94.5
工　学　部 70 69 98.6
人間文化学部 138 133 96.4
人間看護学部 65 65 100.0
合　　　計 400 387 96.8

環境科学研究科博士前期課程 38 37 97.4
工学研究科博士前期課程 44 44 100.0

人間文化学研究科博士前期課程 6 5 83.3
人間看護学研究科人間看護学専攻 1 1 100.0

合　　　計 89 87 97.8
環境科学研究科博士後期課程 2 1 50.0

総　　　計 491 475 96.7
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来
訪
者
に
粗
品
の
進
呈
と
コ
ー
ヒ
ー
の
サ

ー
ビ
ス
を
し
て
、ご
来
場
者
の
皆
様
に
湖

風
会
を
知
っ
て
頂
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

＊�
会
員
の
皆
様
、毎
年
湖
風
祭
に
は
会
館

を
開
放
し
て
い
ま
す
。同
級
生
や
学
生

時
代
の
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越

し
下
さ
い
。

　

尚
、滋
賀
支
部
の
活
動
は
滋
賀
支
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

（
昭
40　

工
業
部
卒　

松
下
恭
明
）

東
海
支
部

　

湖
風
会
会
員
の
皆
様
に
は
、益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

念
願
で
あ
り
ま
し
た
県
大
同
窓
会
と
短

大（
四
単
位
）同
窓
会
の
統
一
同
窓
会
で
あ

る
湖
風
会
が
設
立
さ
れ
、平
成
28
年
で
10

周
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

東
海
支
部
の
歴
史
を
顧
み
ま
す
れ
ば
、

昭
和
40
年
彦
根
工
業
会
東
海
支
部
と
し
て

発
足
し
て
、今
年
で
50
年
と
い
う
年
月
を

数
え
ま
す
。諸
先
輩
に
よ
り
ま
す
と
毎
年

必
ず
総
会
を
行
う
と
い
う
合
言
葉
の
も
と

活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。支
部
長
も
私

で
６
代
目
と
な
り
、東
海
支
部
に
お
き
ま

し
て
は
、今
後
も
毎
年
開
催
し
て
、60
年
、

70
年
と
湖
風
会
の
発
展
を
県
大
卒
の
同
窓

生
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
行
き
た
い
と
支

部
役
員
一
同
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
の
支
部
総
会
は
、多
少
趣
を
変
え

た
湖
風
会
東
海
支
部
設
立
10
周
年
記
念
総

会
を
行
い
た
い
と
支
部
役
員
に
て
す
で
に

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
な
に
と
ぞ
県
大
卒
業
生
の
多

数
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
（
昭
42　

工
業
部
卒　

日
置
靖
男
）

近
畿
支
部

　

近
畿
支
部
は
滋
賀
県
を
除
く
近
畿
2

府
3
県（
大
阪
府
・
京
都
府
・
兵
庫
県
・
奈

良
県
・
和
歌
山
県
）に
在
住
、又
は
勤
務
の

方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
は
滋
賀
支
部
に
次
い
で
多
い
約

６
，０
０
０
名
で
す
。

　

平
成
24
年
4
月
に「
５
単
位
同
窓
会（
彦

根
工
業
会
・
芹
翠
会
・
農
業
部
同
窓
会
・
湖

畔
の
会
・
県
大
同
窓
会
）」が
、集
ま
り
設
立

総
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。　

　

そ
の
後
毎
年
約
4
回
の
役
員
会
や
年
末

の「
忘
年
会
」等
で
各
学
部
間
の「
親
睦
」を

図
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は「
趣
味
を
中
心
と
し
た
同
好
会
」

等
の
開
催
で
親
睦
の
場
を
拡
げ
て
い
く
事

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

是
非
近
畿
支
部
の
多
く
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

（
昭
36　

工
業
部
卒　

川
﨑
慎
治
）

工
学
部
学
友
会

　

湖
風
会｢

工
学
部
学
友
会｣

第
２
回
総
会

は
、前
身
の
彦
機
会
よ
り
数
え
て
15
年
を

経
て
、初
め
て
、滋
賀
県
立
大
学
に
お
い

て
平
成
26
年
６
月
、大
田
学
長
、廣
川
工
学
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部
長
、湖
風
会
岡
田
会
長
、工
学
部
の
先
生

方
、県
大
・
短
大
卒
の
学
友
会
会
員
に
、現

役
の
工
学
部
学
生
を
含
め
百
十
余
名
が
出

席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日

は
第
５
回｢
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞｣

内
閣

総
理
大
臣
賞
に
輝
く
、（
株
）ク
ロ
ス
エ
フ

ェ
ク
ト
社
の
竹
田
社
長
の
記
念
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。

　

20
年
近
く
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
企

業
訪
問
活
動
は
、昨
年
は
レ
ー
ザ
ー
加
工

シ
ス
テ
ム
で
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
ら
れ
て

い
る
、京
都
の（
株
）片
岡
製
作
所
へ
、工
学

部
の
教
授
・
学
生
・
学
友
会
会
員
の
総
勢
66

名
で
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
県
立
短
大
卒
の
先
輩
が
経
営
ト

ッ
プ
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
た
、汎
用
バ

ル
ブ
か
ら
先
進
の
電
子
制
御
バ
ル
ブ
の
開

発
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る（
株
）オ
ー
ケ

ー
エ
ム
社
と
、独
自
の
薄
膜
加
工
技
術
で

顕
著
な
業
績
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
株
）麗

光
社
を
、総
勢
61
名
で
訪
問
し
ま
し
た
。い

ず
れ
も
企
業
側
か
ら
の
説
明
に
加
え
て
、

県
大
卒
の
現
役
社
員
よ
り
後
輩
学
生
に
期

待
す
る
声
掛
け
も
あ
り
、大
変
有
意
義
な

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
同
好
会
活
動
も
活
発
で
、【
テ
ニ
ス

同
好
会
】は
現
役
の
テ
ニ
ス
部
の
学
生
も

交
え
て
、県
大
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
、平
成

25
年
は
34
名
が
、平
成
26
年
は
37
名
が
、ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。ま
た【
ゴ
ル
フ
同

好
会
】は
例
年
２
回
程
度
の
コ
ン
ペ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅

行
】で
は
、昨
年
は“
ト
ロ
ッ
コ
列
車
と
嵐

山
散
策
”今
年
は“
石
山
寺
～
宇
治
平
等
院

見
て
歩
き
”に
と
、気
持
ち
良
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
名
所
巡
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

他
に
も【
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
】や【
フ
ォ

ト
同
好
会
】も
定
期
的
に
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。こ
れ
ら
の
同
好
会
活
動
へ
参

加
ご
希
望
の
方
は
、工
学
部
学
友
会H

P

（http://k-gakuyukai.jp/

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 （

昭
36　

工
学
部
卒　

国
領
朝
輝
）

環
境
科
学
部
支
部

環
境
科
学
部
支
部
を
設
立

　
　
　
　
　
大
学
の
発
展
を
誓
う

　

大
学
の
発
展
の
一
端
に
寄
与
す
る
こ
と

と
会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
よ
う
―
と
、

今
年
の
６
月
６
日
、滋
賀
県
立
大
学
開
学

20
周
年
記
念
式
典
に
合
わ
せ
、同
窓
会「
湖

風
会
」の
下
に
環
境
科
学
部
支
部
を
設
立

し
ま
し
た
。

　

同
支
部
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、設
立

準
備
世
話
人
会
を
２
月
に
立
ち
上
げ
毎

月
、検
討
。６
日
の
設
立
総
会
に
こ
ぎ
着
け

た
も
の
で
す
。

　

同
支
部
の
会
員
は
、短
大
農
業
部
約
３
，

５
０
０
名
、同
建
築
学
科
約
１
，７
０
０

名
、県
立
大
学
環
境
科
学
部
約
２
，８
０
０

名
で
、総
数
は
約
８
，０
０
０
名
を
数
え
て

い
ま
す
。

　

短
大
、県
立
大
学
を
通
し
て
開
学
の
精

神
は「
社
会
に
役
立
つ
人
物
を
育
成
し
、地

方
文
化
の
向
上
と
産
業
の
振
興
に
貢
献
す

る
こ
と
を
使
命
と
す
る
」と
こ
ろ
に
あ
り
、

同
窓
生
に
は
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
引
き
継
が
れ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
総
会
で
は
、大
学

の
発
展
と
会
員
相
互
の
連
携
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、27
年
度
の
活
動
と
し
て
、28

年
６
月
に
開
催
予
定
の
総
会
や
母
校
の
発

展
を
支
援
す
る
活
動
の
在
り
方
、更
に
は
、

支
部
の
愛
称
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。な
お
、支
部
役
員

（
任
期
２
年
）は
次
の
通
り
で
す
。（敬

称
略
）

会
長
＝
安
田
佐
登
志（
農
経
）

副
会
長�

＝
日
置
靖
男（
建
）伊
藤
真
紀（
政

計
）井
川
操（
建
デ
）

幹
事
長
＝
植
田
儀
一
郎（
農
）

会
計
＝
柳
沼
勇
多（
生
態
）

監
査
＝
田
中
靖
志（
農
）

幹
事
＝�

北
川
孝
雄（
農
土
）山
根
祐
太
郎

（
農
土
）大
谷
大
一
朗（
農
経
）尾
坂

兼
一（
生
態
）脇
坂
さ
か
え（
政
計
）

上
川
七
菜（
建
デ
）金
尾
滋
史（
生

資
）玉
井
大
輔（
生
資
）　
後
日
、短

大
建
築
学
科
か
ら
一
名
補
充
し
ま
す
。

顧
問
＝
岡
田
定
一（
農
）増
田
佳
昭（
教
授
）

（
昭
44　

農
業
部
卒　

安
田
佐
登
志
）

人
間
文
化
学
部
支
部

　

こ
の
た
び
、人
間
文
化
学
部
支
部
同
窓

会
を
設
立
す
る
運
び
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

設
立
に
あ
た
っ
て
の
経
緯
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

平
成
18
年
11
月
に
県
立
大
学
同
窓
会

「
湖
風
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
11
月
、県
立
短
大
同
窓
会「
芹

翠
会
」の
最
後
の
事
業
と
し
て
大
辻
先
生

を
中
心
に「
芹
翠
会
の
つ
ど
い
」を
彦
根
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
、参
加
者
は
１
５
０

名
余
。こ
の
日
に
至
る
ま
で
の
経
過
報
告

の
あ
と
、歓
談
タ
イ
ム
で
は
久
し
ぶ
り
の

出
会
い
に
、学
科
、学
年
を
超
え
て
和
や
か

な
ひ
と
と
き
が
流
れ「
今
後
も
こ
の
よ
う

に
集
え
る
機
会
が
欲
し
い
」の
意
見
が
多

く
の
方
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
4
月
、こ
の
声
を
受
け
て
、

「
芹
翠
会
の
集
い
」実
行
委
員
が
今
後
の

「
芹
翠
会
」の
在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合

い
、「
学
部
支
部
同
窓
会
」に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
10
月
、役
員
会
を
重
ね
た
結
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果
、「
人
間
文
化
学
部
支
部
同
窓
会
」を
設

立
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
12
月
、県
立
大
卒
業
生
の
方

に
役
員
会
に
出
席
頂
き
、話
し
合
い
の
中

で
、「
学
部
支
部
同
窓
会
設
立
」の
方
向
を

確
認
、設
立
の
た
め
の
役
員
選
出
と
、県

大
、短
大
、そ
れ
ぞ
れ
に
準
備
会
の
評
議
員

を
選
出
し
て
、合
同
の
評
議
員
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
11
月
、各
学
年
、学
部
1
名
の

方
に
評
議
員
就
任
の
依
頼
案
内
を
発
送

し
、79
名
の
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
3
月
、第
1
回
人
間
文
化
学

部
支
部
同
窓
会
設
立
準
備
評
議
員
会
を
開

催
し
、以
後
設
立
総
会
に
む
け
て
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

設
立
総
会
の
開
催
予
定　

　

日
時　

�

平
成
27
年
11
月
7
日（
土
） 

10
時
30
分
～
14
時

　

場
所　

�

彦
根
市
佐
和
町

　
　
　
　

グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
昭
42　

家
政
部
卒　

辻
ひ
と
み
）

看
護
学
部

看
護
学
部
支
部
同
窓
会
設
立
に
向
け
て

　
『
平
成
18
年
11
月
に
滋
賀
県
立
短
期
大

学
の
四
同
窓
会（
彦
根
工
業
会
・
農
業
部
同

窓
会
・
芹
翠
会
・
湖
畔
の
会
）と
滋
賀
県
立

大
学
同
窓
会
が
統
合
さ
れ
、「
湖
風
会
」が

発
足
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、こ
の
度
名
実
と
も
に
一
本
化

を
す
る
た
め
組
織
体
制
に
取
り
組
み
、そ

れ
ぞ
れ
の
単
位
同
窓
会
で
開
催
し
て
い
た

総
会
も｢

湖
風
会
」総
会
と
し
て
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
、今
回
を
も
ち
ま
し
て｢

湖

畔
の
会｣

と
し
て
の
総
会
は
最
終
回
と
な

り
ま
す
。』と
平
成
21
年
7
月
に
表
明
し
て

以
来
、活
動
は
一
本
化
の
中
で
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。時
の
流
れ
に
人
の
思
い
も

変
わ
り
、組
織
も
大
き
く
な
っ
て
い
く
中

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
や
地
域
支
部
が
出

来
て
き
ま
し
た
。

　

支
部
設
立
の
動
き
に
看
護
の
み
が
取
り

残
さ
れ
る
中
、学
部
支
部
と
し
て
再
結
成

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。唯
一

「
看
護
部
」は
、県
短
時
代
か
ら
県
立
大
学

の
短
期
大
学
部
時
代
、現
在
の
人
間
看
護

学
部
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
湖
畔
の

会
」と
い
う
名
称
も
残
し
た
い
と
現
在
役

員
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、平
成
28

年
3
月
5
日（
土
）の
設
立
総
会
に
は
、会

員
皆
様
の
出
席
を
頂
き
同
窓
会
と
し
て
旧

交
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

近
く
な
り
ま
し
た
ら
連
絡
を
差
し
上
げ

ま
す
が
、是
非
ご
予
定
に
入
れ
て
頂
き
楽

し
み
に
お
待
ち
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
昭
48　

看
護
学
部
卒　

中
川
富
美
江
）

ク
ラ
ス
会

H
23
人
間
文
化
食
生
活
卒

◆�

開
催
月
日	

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）

	

3
月
22
日（
日
）

◆
会
場	

51
C
A
F
E（
南
彦
根
）

◆
参
加
者	

24
名   　

◆
内
容	

懇
親
会

　

卒
業
し
て
か
ら
同
窓
会
を
数
回
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、過
去
最
多
の
参
加
者
で

し
た
。担
任
だ
っ
た
浦
部
先
生
が
ご
退
官

と
い
う
こ
と
で
、退
官
パ
ー
テ
ィ
ー
も
兼

ね
て
開
催
し
ま
し
た
。卒
業
以
来
初
め
て

会
う
者
同
士
も
い
ま
し
た
が
、変
わ
っ
て

お
ら
ず
、学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
で
し

た
。当
時
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
で
流
し
、思

い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。み
ん
な
の

良
い
報
告
も
聞
け
、と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、定
期
的
に
開
催
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

S
37
保
育
科
卒

◆
開
催
月
日	
２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）

	

5
月
16
日（
土
）

◆
会
場	

「
つ
つ
味
」　

長
浜
市

◆
参
加
者 	

17
名   　

◆
内
容	

懇
親
会

　

青
葉
若
葉
の
美
し
い
平
成
27
年
5
月
16

日
、長
浜
市
の「
つ
つ
味
」に
て
、第
57
回
ポ

ッ
ポ
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。前
日
の
15

日
よ
り
長
浜
に
来
て
、グ
ラ
ツ
ィ
エ
で
、10

名
が
泊
ま
り
当
日
は
、17
名
の
出
席
で
、賑

や
か
で
楽
し
い
同
級
会
で
し
た
。神
戸
か

ら
20
年
振
り
の
参
加
者
も
あ
り
、大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。昭
和
37
年
の
卒
業

の
時
に
私（
北
川
美
重
子
）が
、福
井
の
稲

賢
子
さ
ん
よ
り
預
か
り
ま
し
た「
保
育
の

唄
」を
、55
年
程
経
っ
た
今
年
、赤
い
靴
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
、替
え
歌
に
て
歌

い
ま
し
た
と
こ
ろ
、大
変
良
く
合
い
、誰
で
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も
歌
え
る
歌
と
な
り
ま
し
た
。若
き
日
の

澄
み
切
っ
た
心
で
、保
育
士
と
し
て
卒
業

の
時
、稲
さ
ん
が
子
供
た
ち
を
想
い
作
詞

な
さ
っ
た
詩
が
、73
歳
に
な
っ
て
、「
い
と

し
き
子
」と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
い
た
し
ま
し

た
。毎
年
幹
事
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人

が
出
て
57
回
と
な
り
、来
年
は
神
戸
で
開

催
し
ま
す
。私
達
は
、佐
藤
美
智
恵
先
生
に

お
導
き
頂
い
た
者
で
す
。

　

滋
賀
県
立
大
学
の
、ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

　「
い
と
し
き
子
」　　
　

昭
和
37
年　

作
詞　

稲
賢
子　
　
　

　

メ
ロ
デ
ィ
ー　

赤
い
靴

　

�

野
の
花
に　

話
て
る　

そ
の
瞳　

 

清
水
を
す
く
う
う　

紅
葉
手
よ

　

�

呼
ぶ
声
に　

笑
顔
で　

駆
け
て
来
る　

手
を
取
り　

頬
よ
せ　

何
語
る

　

�

け
が
れ
無
き　

心
よ　

い
つ
ま
で
も　

嵐
吹
く　

こ
の
世
な
れ
ど　

伸
び
行
か

ん

　

�

幼
な
児
よ　

幼
な
子　

我
が
友
よ　

 

幼
な
児
よ　

幼
な
子　

我
が
命

　

報
告
者　
　
　

林
美
重
子（
北
川
）

S
42
工
業
化
学
科
卒

◆
開
催
月
日	

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

	

9
月
20
日（
土
）

◆
会
場	

彦
根「
双
葉
荘
」

	

県
立
大
学

◆
参
加
者	

20
名    　

◆
内
容	

懇
親
会

　

そ
の
日
は
、平
成
26
年
9
月
20
日（
土
）

午
前
11
時
、彦
根
駅
東
口
に
集
合
し
、幹
事

か
ら
名
札
と
名
簿
そ
し
て
欠
席
者
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
貰
い
、送
迎
車
で
県
立
大
学
に

向
か
い
ま
し
た
。途
中
、彦
根
城
、キ
ャ
ッ

ス
ル
ロ
ー
ド
、ベ
ル
ロ
ー
ド
を
通
り
、母
校

の
あ
っ
た
所（
現
彦
根
市
立
病
院
）を
車
窓

し
、大
学
の
同
窓
会
館（
湖
風
会
館
）に
着

き
ま
し
た
。

　

湖
風
会
役
員
の
松
下
恭
明
氏
か
ら
湖
風

会
設
立
の
経
緯
等
の
話
を
詳
し
く
し
て
頂

い
た
後
、県
立
大
学
を
散
策
し
な
が
ら
出

席
者
の
名
前
と
顔
を
お
互
い
に
再
確
認
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

12
時
過
ぎ
に
懇
親
会
場
の「
双
葉
荘
」に

到
着
し
、出
席
者
20
名
が
揃
っ
た
と
こ
ろ

で
集
合
写
真
を
撮
り
、各
テ
ー
ブ
ル
に
着

席
し
ま
し
た
。

　

田
中
幹
事
の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、7

名
の
物
故
者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
、篠
田

幹
事
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
の
場
と
な
り

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
授
業
や
運
動
会
、ク
ラ

ブ
活
動
で
の
思
い
出
、ま
た
、持
参
さ
れ
た

当
時
の
写
真
な
ど
で
話
が
弾
ん
だ
と
こ
ろ

で
、順
番
に
近
況
報
告
を
か
ね
た
自
己
紹

介
を
行
い
、お
互
い
学
生
当
時
の
面
影
を

見
る
こ
と
が
出
来
、酌
み
交
わ
す
酒
と
と

も
に
更
に
宴
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

65
歳
ま
で
学
校
で
教
わ
っ
た
関
連
の

仕
事
に
従
事
出
来
た
と
喜
ぶ
人
。今
で
も

現
役
で
勤
め
て
い
る
人
。環
境
関
係
で
東

南
ア
ジ
ア
の
方
な
ど
に
指
導
に
行
き
、ま

た
パ
リ
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
に
も
関
係
し

た
人
。エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
に
行
っ
た
人
。卓

球
で
国
体
に
出
場
し
今
で
も
続
け
て
い
る

人
。同
級
生
3
人
が
同
じ
会
社
に
勤
め
た

人
。出
張
で
食
べ
た
蕎
麦
が
美
味
し
く
て
、

定
年
後
修
行
し
て
蕎
麦
打
ち
の
指
導
を
し

て
い
る
人
。就
職
先
か
ら
事
業
を
薦
め
ら

れ
立
ち
上
げ
て
軌
道
に
乗
せ
、今
は
息
子

に
任
せ
て
地
区
の
営
農
組
合
で
活
躍
し
て

い
る
人
。転
職
し
て
情
報
産
業
に
携
わ
っ

た
人
。公
務
員
に
な
っ
た
人
な
ど
様
々
で

し
た
。退
職
後
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

趣
味
の
野
菜
栽
培
な
ど
さ
れ
て
い
る
人
も

多
く
、全
員
活
き
活
き
と
過
ご
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

47
年
間
の
積
も
り
積
も
っ
た
話
に
花
が

咲
き
、予
定
の
3
時
間
の
懇
親
会
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
、そ
の
後
は
、彦
根
市
役

所
近
く
の
喫
茶
店
に
移
動
し
更
に
親
交
を

深
め
ま
し
た
。楽
し
く
過
ご
し
た
5
時
間

あ
ま
り
を
惜
し
み
な
が
ら
、3
年
後
に
再

会
す
る
こ
と
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

報
告
者　
　

宮
野
佐
喜
次

S
49
農
業
部
卒

◆
開
催
月
日	

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）

	

2
月
1
日 （
土
）

◆
会
場	�



ホ
テ
ル　

ボ
ス
ト
ン
プ

ラ
ザ
草
津

◆
参
加
者	

35
名    

恩
師　

8
名

◆
内
容	

懇
親
会

　

県
短
農
業
部
卒
業
後
、早
や
40
年
を
迎

え
、私
た
ち
の
多
く
が
今
年
度
還
暦
を
迎

え
る
と
と
も
に
、定
年
退
職
と
い
う
人
生

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、母
校
の
跡
地
は
、見
る
影
も

な
く
住
宅
団
地
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
年
に
、20
年

ぶ
り
と
な
る
同
窓
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
、近
府
県
は
も
と
よ
り
、関
東
は

千
葉
県
か
ら
九
州
は
熊
本
県
な
ど
遠
方
か

ら
参
加
も
あ
り
、３
学
科
84
名（
う
ち
物
故

者
６
名
）中
35
名
と
多
く
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、恩
師
で
あ
る
８
名
の

先
生
方
に
も
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
前
の
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、久
々
の
再
会

で
一
瞬
戸
惑
っ
た
顔
が
、す
ぐ
に
和
ら
ぎ

40
年
前
の
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
よ
う
な
会
話
が
そ
こ
か
し
こ
か
ら
聞
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こ
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
と
物
故
者
へ
の
黙
祷
の
あ
と

宴
が
始
ま
り
、先
生
方
か
ら
は
、近
況
報
告

と
退
職
後
の
人
生
の
歩
み
方
な
ど
の
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。卒
業
生
か
ら
は
、近

況
報
告
に
加
え
卒
業
後
の
波
瀾
万
丈
の
人

生
経
験
や
短
大
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹

介
さ
れ
、会
場
か
ら
は
ド
ッ
と
歓
声
が
上

が
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　

同
じ
学
科
の
卒
業
生
同
士
が
、学
生
寮

の
仲
間
が
集
い
、ま
た
先
生
を
交
え
な
が

ら
、酒
を
酌
み
交
わ
し
、杯
を
重
ね
る
毎
に

会
場
は
盛
り
上
が
り
、あ
っ
と
い
う
間
に

２
時
間
30
分
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

２
次
会
は
、学
科
毎
に
わ
か
れ
、カ
ラ
オ

ケ
ル
ー
ム
で
は
青
春
時
代
の
歌
に
花
を
咲

か
せ
た
り
、酒
を
飲
み
交
わ
し
一
層
親
交

を
深
め
ま
し
た
。早
々
と
次
回
ク
ラ
ス
会

の
幹
事
や
開
催
年
を
き
め
た
学
科
も
あ
り

ま
し
た
。短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、青
春

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

　

ま
た
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
・・・･

。

県
大
ニ
ュ
ー
ス

○�

滋
賀
県
立
大
学
開
学
20
周
年
式
典

を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
平
成
27
年
６
月
６
日（
土
）に
滋
賀

県
立
大
学
開
学
20
周
年
記
念
式
典
を
、本

学
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、記
念
講
演
で
は
山
折
哲
雄
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
、「
岐
路
に
立
つ
大
学
～

個
と「
ひ
と
り
」～
」と
題
し
た
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、記
念
式
典
で
は
、大
田
啓
一
学

長
よ
り
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

 　

ま
た
、三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事
、西

村
久
子
滋
賀
県
議
会
議
長
、大
久
保
貴
彦

根
市
長
か
ら
も
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、全
学
祝
賀
会（T

ea Party

）や

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ（
環
境
科
学

部
、工
学
部
、人
間
看
護
学
部
）を
行
い
ま

し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、県
内

の
ふ
る
さ
と
絵
図（
絵
屏
風
）や
短
大
時
代

か
ら
の
写
真
、青
銅
看
板
の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。

 　

当
日
は
湖
風
夏
祭
と
同
時
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、非
常

に
活
気
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

 　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
と
も
滋

賀
県
立
大
学
の
教
育
・
研
究
、地
域
貢
献
活

動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

○�

平
成
27
年
度
持
続
的
な
地
域
創
生

を
推
進
す
る
人
材
育
成
拠
点
形
成

モ
デ
ル
事
業
（
環
境
省
）
に
採
択

さ
れ
ま
し
た

　

本
学
で
は
、環
境
省
が
、地
域
に
お
い
て

「
低
炭
素
・
資
源
循
環
・
自
然
共
生
」社
会
を

推
進
す
る
担
い
手
と
な
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、平
成
27
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
モ
デ
ル
事
業
に
応
募
し
、採
択
さ
れ

ま
し
た
。全
国
か
ら
22
件
の
応
募
が
あ
り
、

3
件
の
事
業
提
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
立
大
学
の
提
案
事
業（
概
要
）

　

滋
賀
県
立
大
学
大
学
院「
近
江
環
人
地

域
再
生
学
座
」に
新
た
に
社
会
人
特
別
コ

ー
ス
を
設
置
し
、地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地

域
資
源
を
活
用
し
た「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」の
知
見
を
持
つ
人
材
育
成
の
モ
デ

ル
事
業
を
行
う
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
27

年
10
月
～
平
成
29
年
3
月
の
予
定
で
20
名

以
上
の
実
践
的
人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
。

（
27
年
度
後
期
＋
28
年
度
前
期
の
1
年
間

で
10
～
15
名
募
集
、28
年
度
前
期
＋
28
年

度
後
期
の
1
年
間
で
10
～
15
名
を
募
集
予

定
）

（
対
象
地
域
）

滋
賀
県

（
米
原
市
・
彦
根
市
・
東
近
江
市
・
近
江
八
幡

市
・
多
賀
町
・
甲
良
町
・
豊
郷
町
・
愛
荘
町
・

日
野
町
・
竜
王
町
）

環
境
省
公
募
事
業（
概
要
）

　

平
成
27
年
度
よ
り
、地
域
に
お
い
て「
低

炭
素
・
資
源
循
環
・
自
然
共
生
」社
会
を
推

進
す
る
た
め
に
必
要
な
幅
広
い
知
識
・
知

見（
地
球
温
暖
化
対
策
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金

融
・
経
済
・
先
進
技
術
・
関
係
法
制
度
・
経
営

等
）を
修
得
し
、地
域
内
の
温
暖
化
対
策
を

進
め
る
担
い
手
を
持
続
的
に
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
、モ
デ
ル
事
業
を
行
う
。



　「湖風会」は短大時代の各学部別同窓会（彦根工業会・

農業部同窓会・芹翠会・湖畔の会）と４年制大学の県大

同窓会の５つが平成18年11月に統合設立され、来年10

周年になります。

　この間、統合にあたり諸般の多くの問題を乗りこえ、

平成25年には大学当局のご協力により同窓会館「湖風

会館」を建設し、活動拠点とし、充実且つ堅実な活動を

展開しております。

　この10周年記念事業として様々な行事を行いますので、

皆様の多大なるご協力をお願い申し上げます。

「湖風会」設立10周年記念事業

　記念式典に参加ご希望の方は、氏名・卒業年・学科及び連絡先

ととともに、祝賀会への参加・不参加を事務局までメール・

ファックス又はハガキにてお知らせ下さい。ホームページから

も申し込めます。

　 (平成28年9月30日までに事務局宛てご連絡下さい）

記念式典参加希望者へ

滋賀県立大学同窓会「湖風会」の理念・目標を表現した、
本会にふさわしいシンボルマークを募集します。
シンボルマークは「湖風会」に関する公式発行物やその
他本会の所有するものなどに広範囲に使用します。

「湖風会」は５つの単位同窓会の統合から生まれた。
滋賀県の大学同窓会である。

平成27年11月～平成28年３月末

湖風会会員及び滋賀県立大学在学生

最優秀賞　１点　副賞　５万円
記念式典にて表彰

＊ シンボルマーク募集のご案内 ＊

目　　的　

コンセプト

募集期間

応募資格

表　　彰

　尚、募集要項の詳細についてはホームページをご覧下さい。

事業内容・実行計画事業内容・実行計画
設立１０周年記念式典
平成28年11月12日（土）

◎記念講演（聴講無料）
　　時間 ： 13時～14時
　　場所 ： A２棟２０２講義室
　　テーマ ： “日本の海底資源”（予定）
　　　　（独立法人海洋開発機構）
◎記念式典
　　時間 ： 14時15分～14時45分
　　場所 ： A２棟２０２講義室
◎祝賀会
　　時間 ： 15時00分～16時30分
　　場所 ： カフェテリア　会費 ： 3，000円

※当日は大学祭「湖風祭」開催中※

設立１０周年記念誌の発行
発行日　平成28年11月

会員名簿の発行
発行日　平成28年11月

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
住
所
不
明
者

　会
報
は
隔
年
発
行
な
が
ら
、
早
く
も
第
５
号

と
な
り
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ほ
ど
に
紙
面
の

構
成
パ
タ
ー
ン
も
固
ま
り
、
画
一
的
な
感
じ
が

し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
決
ま
っ
た
紙
面

で
出
来
る
だ
け
広
範
囲
の
情
報
を
載
せ
よ
う
と

し
た
結
果
と
ご
理
解
下
さ
い
。

　と
こ
ろ
で
、
今
第
５
号
は
前
号
よ
り
発
行
時

期
を
２
ヶ
月
前
倒
し
に
致
し
ま
し
た
。

　そ
の
目
的
は
、
来
年
11
月
に
﹁
湖
風
会
﹂
設

立
10
周
年
を
迎
え
る
に
当
り
、
記
念
事
業
の
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
﹁
会
員
名
簿
﹂
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
で
す
。

　今
年
８
月
末
時
点
で
の
総
会
員
数
は
２
万
６

千
人
余
り
で
す
が
、
そ
の
内
住
所
不
明
者
は

４
，
１
５
８
名
で
16
・
５
％
に
も
な
り
ま
す
。

︵
ｐ

−

３
参
照
︶

　そ
こ
で
、
同
窓
会
名
簿
の
専
門
会
社
﹁(

株)

サ

ラ
ト
﹂
に
委
託
し
て
名
簿
作
成
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
今
会
報
の
宛
名
部
分
に
住
所
不
明
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

方
々
の
住
所
を
ご
存
知
の
場
合
は
、
上
記
の
趣

旨
を
ご
理
解
頂
き
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の

所
在
を
お
知
ら
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
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　この10周年記念事業として様々な行事を行いますので、

皆様の多大なるご協力をお願い申し上げます。
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平成27年11月～平成28年３月末

湖風会会員及び滋賀県立大学在学生

最優秀賞　１点　副賞　５万円
記念式典にて表彰

＊ シンボルマーク募集のご案内 ＊
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　　場所 ： A２棟２０２講義室
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※当日は大学祭「湖風祭」開催中※

設立１０周年記念誌の発行
発行日　平成28年11月

会員名簿の発行
発行日　平成28年11月
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　そ
こ
で
、
同
窓
会
名
簿
の
専
門
会
社
﹁(

株)

サ

ラ
ト
﹂
に
委
託
し
て
名
簿
作
成
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
今
会
報
の
宛
名
部
分
に
住
所
不
明
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
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湖 風 会 報（11）

　　湖風会館建設資金寄附者ご芳名� （敬称略）　（　）内寄附金額単位千円

　1次寄附を頂いておりました以下の方々につきまして、事務局の手違いで前回の寄附者ご芳名に掲載しておりませんでした。
　誠に申し訳ございませんでした。あらためましてお詫び申し上げます。

1次寄附
工業部 S57C 鳥井正男（5） 農業部 S30 谷口隆盛（5） 芹翠会 S36 北川美代子（5）
S38 竹原藍子（5） 高木厚子（5） 山北誠子（10） S40 湯本とし子（5） S45 杉森夏枝（5）
S48 田口佳子（10） S58 中川浩子（5） H1 森脇光代（5） 県立大学 9期 關谷智光（5）

2次寄附
　彦根工業会
S22C 石田文夫（10） S26C 佐野正恭（10） S33C2 中林銃太郎（10）S33C3 西村雅夫（5）
S34C 山崎重男（5） S35C 端重之（10） 鹿取寛（10） 大角潔（5） 川崎斌男（5） S36C 里西良之（30）
S37C 樋口政信（50） 西田浩明（10） S38C 木村伸次朗（5） 谷口英克（5） 古川清茂（10） S39C 青木政治（5）

岡田勇（5） S40C 平尾潮（10） 村山重忠（10） 奥村徳之（5） 高野哲郎（5） S42C 宮野佐喜次（5）
S43C 石原透（10） S44C 川崎良直（5） 山本榮一（5） S47C 中岸純子（10） S49C 梅本常和（5）
S51C 山岸弘之（5） S52C 屋保孝夫（10） S53C 中辻輝子（5） S54C 三浦政敏（10）
S57C 田中経義（5） 田中義隆（10） 小西明美（5） S61C 中森ゆか里（5） H07C 宮川頼子（5）
S26M 白井惣之助（5） 外村敬治（5） S28M 瀧谷謙治（5） 教野末男（5） S29M 西村基（5） 山本浩一（5）
S30M 栗田保（5） S31M 山本昇次郎（10）S32M 原功（5） 岩田淳（5） 大塚義治（5） 山中良一（5）
S33M 児玉良三（5） 小田悟男（30） 大槻直輔（10） 竹村好司（5） 藤田荘平（20） S34M 安居新五郎（10）
S35M 久保田晴夫（5） 辻和男（5） S36M 林正治（5） 林三郎（10） S38M 岡崎嘉一（5）
S39M 小林輝雄（20） 宮下一繁（5） 竹崎達志（10） 石塚忠雄（5）
S40M 雨森善司（5） 中村清明（10） 堀川義夫（10） 西野重夫（5） 竹内孝熈（5）
S41M 飯野義登（5） 西浦泰之（5） 奥田繁一（10） 杉本義男（10） S42M 片山道幸（10）
S43M 林庄司（5） 西河昇司（20） S44M 服部依央（5） S45M 加藤八十二（10）駒田清美（10）
S46M 長嶋喜一郎（10）吉川秀世（5） S48M 仲井時男（5） S49M 小田金治（5）
S51M 木内康博（5） 八木信博（10） S54M 寺居誠（5）
S56M 小宮山正嗣（5） 難波和夫（10） 橋本竹雄（5） 矢吹孝憲（10） S60M 上林成人（300） H07M 鳴海和哉（10）
S26A 井狩八郎（5） 中村進一（20） S28A 北村五郎（5） 竹中正好（10） S29A 岩崎義弘（10） 重森明（5）
S30A 稲地一晃（10） 中山勝（10） S31A 岡本孝之（10） S32A 岩﨑正彦（10） 齋森弘オ（10） 鈴木純子（5）
S33A 宮田靖（20） 下村善彦（30） 田中實（10） 多田一雄（5） S34A 小笹博史（10）
S35A 三宅済（5） 大久保与志一（5）S36A 乾政博（10） S38A 今田晃一（50） 西澤秀元（10） 渡辺淳司（10）
S40A 堀井邦彦（5） S41A 大塚勝（30） S42A 御器谷修（5） 七岡剛（10） S43A 山本忠男（10）
S44A 小森孔二（10） 小佐茂好（5） S45A 戸土正勝（50） S46A 北村元一（5） S47A 小田義夫（5）
S48A 平井賢一（10） 河村富夫（10） S49A 吉田公茂（10） S50A 井上和美（10） 兎沢祐一（10）
S51A 池野保（5） 松橋恵一（5） S58A 寺町崇（5） S59A 池田均（5）

　農業部同窓会
S28 石田良作（5） S29 谷一夫（5） 小川和夫（5） 中村良蔵（5） 中江弘（2）
S30 奥津勳（5） S31 吉崎宗太郎（10）成田與四治（10）山元淳平（10） 横川新（5） 田中彦一（10）
S32 伊崎洋治郎（5） 近松貞夫（10） 原田一彦（5） S33 西村隼人（5） 和田正（5） 佐野定雄（5） 髙田康雄（5）
S34 仙波新一郎（5） 徳地清平（10） 奥博（5） 川瀬治彦（5） 野本尚徳（10） 内藤傅次（10） 丸山高徳（10）
S35 北川石根（5） 佐々木厳（5） S36 上野幸夫（10） 飯田喜代視（10）
S37 黒川健夫（10） 樋崎司（10） 藤原公樹（10） 井上博務（5） 森本盛雄（10） 森田公孝（5） 谷伊佐雄（5） 柳田清一（10）

増山滋宏（3） 大辻誠男（10） 高階一義（10）
S38 石川武之甫（5） 谷弥寿男（5） 平尾弥一（5） 中村利男（20） 大村益夫（5） 遠藤雄二（10） 野矢善章（10）
S39 三島要（5） 髙濱宏章（10） 吉沢喜代雄（10）竹内勳（10） 井狩利男（5） 小森栄次（5） 田内旦（5） 廣川敬一朗（5）

堀江輝夫（5） 高瀬藤一郎（5） S40 藤井國一（5） 藤富和昭（10） 中正五百樹（10）
S41 園田順（10） 奥村富正（20） 大森茂（5） 西田弘（10） 山田修一郎（5） 青山市郎（10） 木津忠良（50）
S42 森田賢作（10） 雑賀正人（10） 長谷川清一（5） 内田康雄（10） 川田昌利（5） 村井喜久治（5） 田辺善夫（5） 藤井雅夫（5）
S43 中江弘嗣（10） 高田勇（10） 鵜飼利之（10） 倉田清長（10） 安原多栄（5）
S44 岡義次（5） 加藤七郎（10） 佐野和彦（5） 森下譲二（5） 松井偉三男（5） 安田佐登志（10）
S45 南橋武（10） 植田儀一郎（20）中西與志治（10）三浦直樹（10） 吉田周一郎（10）赤松光男（10） 中司善一（5） 八幡一（10）

米田安廣（10） S46 中西正光（5） 福本政廣（5） 面田鳴夫（10） 遠山清志（5） 伊奈真弓（5）
S47 西関邦男（5） 西村潔（5） S48 須田英雄（5） 大野吉彦（5） 林美也子（5） 西沢章（10）
S49 熊崎重綱（10） S50 山本芳治（10） S51 大岡薫（5） 奥田修（5） S52 宇多村素子（10）
S53 西川新吾（10） 峠一郎（5） 亀塚梨江子（10）村田寿彦（10） S54 野口美也子（5）
S55 中江吉治（5） 伊藤哲生（5） S56 佐野武史（10） S57 林茂樹（5） 八谷勝美（30）
S58 石部甚人（5） S59 伏木衛（5） 清水市也（5）
S60 大原諭志（5） 大塚一真（10） 中尾敦（5） 和田一朗（5） S61 丸本文彦（10） S62 山本勝（10）
S63 西尾忠弘（5） H1 奥村将三（5） 森本幸拓（5） H2 野田尚子（20）
H4 田中有希（5） 田中美香（10） 供田守弘（5） 橋川潮先生を偲ぶ会（30）



湖 風 会 報 （12）

　芹翠会
S25 福原宏子（10） S27 沖幸子（5） 市場元子（5） 松尾淑子（10） S28 藤井光枝（5）
S29 谷口田鶴江（5） S30 太田静尾（5） 多居久栄（5） 山口笑子（10） 藤野ケイ子（5）
S31 山中佐登留（10）藤堂美津子（5）
S32 今井幹子（10） 板阪久美子（10）尾本瑩子（5） 村山朋子（5） 多喜香代子（5）
S33 中川輝子（5） 音野智恵子（5） 大﨑勝子（10） 薮内日出子（5） 米澤和子（5） 金塚嘉子（10） 食物科卒「ミミの会」（10）
S34 中野璋代（10） 松本靖子（10） 津田富子（10） 日下明子（10） 松宮絹子（5） 田中りつ子（5） 沼田厚子（10） 野村祐代（10）

中井幸（5） 國友夏子（5） 森川幸代（10）
S35 南池美和子（5） 西村順（5） 若林久子（5） 出口美和恵（10）佐野久子（10） 家森悦子（5） 稲本輝子（5） 竹内久江（5）

黒川隆子（5）
S36 中村宏子（5） 間宮道子（50） 川口和子（5） 堀池直代（5） 田中陽子（5） 生田拡子（10） 中西幸子（10） 中畔久子（5）

前田誠子（5） 田邊瑞枝（5） 諸江慈子（5） 成宮紀代子（5） 木内あい子（5） 佐治芳子（10） 野田冨士子（5）
S37 北島良子（10） 西川澄子（10） 吉持昭千代（5） 寺嶋陽子（5） 北村淑子（5） 原田淑子（5） 田村幸代（5）
S38 野崎恵子（5） 高木厚子（5） 近藤ヒサノ（5） 井ノ本アサ子（5）岡本藍子（5） 桟郁子（5） 土居尚子（5） 髙田和子（5）

鎌田誠子（5） 織田三重子（5） 大森隆子（5） 大木下美智子（5）
S39 内田孝子（5） 木村かよ子（5） 土江悠久子（5） 片岡清美（5） 今岡祥子（10） 日野まゆみ（10）桐畑悦子（5） 春日清子（10）

青木千恵（5） 沙加戸方子（10）
S40 原公子（5） 渡辺康子（10） 大角佳代子（5） 坂東輝子（5） 鹿取弘子（10） 吉井登代子（10）
S41 伊庭つや子（10）西村節子（5） 片山恵子（5） 南千惠子（5） 久保滋子（5） 小島タヅ（5） 出﨑祥子（10） 大田木裕子（10）

小暮富美子（5） S42 三宅正子（10） 岸璋子（10） 清水慶子（10） 宇野すず江（10）
S43 藤原牧子（5） 若月良子（5） 西田芙美子（10）平野晃子（5） 塚本孝子（5） 太田一枝（5） 村田正子（5） 長谷川美智子（5）
S44 今西みゆき（5） 寺村茂子（10） 小西恵美子（5） 川崎美代子（5） 居川成美（5） 藤田久恵（10） 和泉正美（5） 菊池順子（5）

横田人美（5） 野村啓子（5）
S45 中村由美子（5） 谷口節子（5） 坂東啓子（5） 向井田和子（5） 種田操子（5） 杉森夏枝（5） 前川恵子（5） 岸野好美（10）

杉本眞美子（5） 立入みつ枝（5）
S46 金築育代（5） 梅辻あつ子（5） 尾田妙子（10） 堀口雅子（5） 森あや子（5） 三添美紀代（10）西道代（5） 杉谷久美子（5）

上中かよ子（5） 大槻啓子（5） 第20回家政学科同窓会（8.5）
S47 中嶋順子（10） 深田千恵（20） 岡野孝子（10） 面田千鶴（10） 川本素子（10）
S48 佐々木庸恵（5） 田辺京子（5） 田中久美子（10）千葉由美子（5） 林ひとみ（5） 島田きよ子（5） 亀井晴子（10） 丸山千恵子（5）
S49 伊藤清子（5） 鈴木まさ子（5） 十川陽子（5） 多胡紀美枝（20）西島愛子（10） 北川美津子（5） 山本美登里（5）
S50 奥川多恵子（5） 青木春美（10） 水上喜代子（10）吉田貴代子（5） 若宮良子（10）
S51 門口香代子（5） 野上陽子（5） 増田泰子（10）
S52 横江千恵子（5） 高橋恵子.（5） 岡本理枝子（5） 岩田信子（5） 門田享子（10） 小菅豊子（10）
S53 堀池茂子（5） 川上かね子（10）折橋由美（10） S54 川合洋子（5） 塩見弘子（5） 横井美佐子（10）田中紀子（5）
S55 北村美実（5） 寺脇恵子（10） S56 榊原純子（5） 太田順子（5） 長野奈恵美（5）
S57 布施佐智子（5） 川上裕子（5） 寺内直子（10） S59 竹村初美（5）
S60 石村郁子（5） 松宮小百合（5） 田中依子（10） S61 二宮美保（10）
S62 伊藤かをり（5） 尾華由美子（5） 中西みや子（5） S63 臼井幸枝（5） 藤原利恵（5） 太田なおみ（5）
H01 角田恭子（5） H04 横井里美（5） 大木下保代（5） 石川かおり（5）
H07 渡邊京子（5） H08 杉山こず恵（5）

　湖畔の会
S48 山森厚子（50） 藤井静子（5） 鈴木正子（10） 工藤宣子（10） 小川洋子（10） 浅野克子（10）
S49 青島純佳（5） 川島保子（5） 山本美和子（10）S50 松橋しのぶ（5） 並木弘美（30）
S51 中勢千恵（5） 宇城典子（10） S52 久保八栄美（5） S54 及川日香里（5） 上ノ山すみ（50）
S61 岩井敏江（10）

　県立大学
1期 北村雅彦（10） 富田直樹（5） 吉田貴宏（5） 竹村信二（10） 森幸司（25）
2期 福田真由美（5） 大矢千容（10） 森井雄史（5） 3期 渡辺晃清（10）
4期 芦田美緒（5） 平野晶子（5） 小宮山教子（5） 上嶋勇輝（5） 6期 清水勇貴（10） Southwell智子（20）朝倉裕貴（10）
7期 奥出暢（25） 8期 玉井大輔（10）
9期 奥西徹（5） 藤分英昭（5） 本田武嗣（10） 石川真理子（5）
10期 川内愛子（10） 草加明歩（5） 松本奈菜（5） 11期 小林仁美（5） 永井伸宏（10） 原田健輔（5）
12期 浅井千穂（5） 古田修一朗（10）邊見将史（5） 坂本侑子（5）
13期 山﨑啓太郎（10）門田恵李（10） 14期 渡辺貴史（5） 杉村彩佳（10）
15期 来代真由美（10）堀裕美衣（5） 松山和世（10） 浅間浩明（5） 山崎晃代（5）

　お名前、金額など　確認いただきまして未記載、間違いなどございましたら事務局までおしらせください。


